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新入生の皆さん、入学おめでとう。

熊野高等学校

　満開に咲き誇った桜も葉桜に移りゆく４月６日
（金）、第42回入学式を挙行しました。県会議員の先
生をはじめ、多くの来賓の方々、保護者が見守る中、
137人の新入生が入学を許可されました。
　新入生達は、濃紺の真新しい制服に身を包み、や
や緊張した面持ちで入学式に臨みました。厳粛に
進行し校長式辞、来賓祝辞が続く中、晴れて高校生
となった喜びをかみしめているようでした。
　今年度より赴任された神田校長は、式辞の中で、
高校生として自覚を持つことや、基礎力を身に着
け、深い学びを通してさらに学力を伸ばし、目標を
もって高校生活を送ることの大切さを述べ、新入
生の入学を祝しました。
　これからスタートする高校生活において、一人
一人が鍛えられ、たくましい熊高生に成長してい
くよう、本校教職員は一丸となって教育活動に専
念いたします。地域の皆さま、今後の熊野高校の教
育活動推進に御支援、御協力くださいますようお
願いいたします。

熊野高等学校　 854 －４１５５

子どもは地域で守る！！『子ども110番の家』にご協力ください。
青少年育成くまの町民会議　事務局　生涯学習課　 820-5621

広告

５月13日（日）　開場午後１時半、開演午後２時
熊野町民会館講堂（ふでりんホール）

▷第一部：チャリティー演奏会
広島県立熊野高等学校吹奏楽部
▷第二部：チャリティー講演会
講師 林 覚乗氏　演題 「共に育つ」
大人：1,000円　小中高生：500円

※チケット販売については、ホームページをご
覧いただくか、ソロプチミスト会員までお尋ね
ください。
▷主催：国際ソロプチミスト熊野
▷後援：熊野町・熊野町教育委員会
※収益金の一部は県立熊野高等学校に寄付させ
ていただきます。
国際ソロプチミスト熊野事務局　 854 －４７８５
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「入学式の様子」

くまのを愛し、くまのに生きる

熊野中学校

　本校では、「組曲　筆の都くまの」保存会のご協力
を得ながら地域テーマ募金を活用して「組曲　筆の
都くまの」の継承・発展に取り組んでいます。
　「組曲　筆の都くまの」は今年度で十六代目とな
りました。これまでの15年の間に、彼岸船の新調や
書道部「大書」とのコラボレーションを追加するな
ど、熊野の伝統や文化をさらに取り入れてよりよい
ものとなるように取り組んできました。本年度も、
地域の皆さまのご支援を受けながら、「くまのを愛
し、くまのに生きる」人として成長するための活動
となるように、さらなる改善に取り組んでいきます。
　町制施行100周年の記念すべき本年。本校の「組曲
筆の都くまの」が熊野の歴史や文化における価値を
再確認し、継承していくための一翼を担うことがで
きるものとなるように、３月には各パートに分かれ、
練習を開始しています。
　９月体育祭での第十六代組曲の披露に向け、常に
前向きに、そして全力で取り組む熊野中学校生徒の
姿に是非ご期待ください。

（学校教育課）

熊野町検定問題づくり

熊野第二小学校

　この４月に卒業した６年生13人が、自分たちのふ
るさと「熊野町」や「熊野第二小学校」のことをもっ
と知り、自信をもって周りの人に伝えられるように
なりたい。そして、熊野町町制施行100周年プロジェ
クトに少しでも参加できないかということで、総合
的な学習の時間を活用して、「熊野町のこと」「熊二
小のこと」について改めて調べ直し、「みんなに知っ
てもらいたいこと」「熊野の自慢できること」を選択
して、『熊野町検定問題』を50問作成しました。この
活動を通じて、ふるさとや母校の素晴らしさを改め
て感じ入っていました。
　問題作成にあたって、地域の皆さまや役場職員の
皆さんなど、たくさんの人に協力していただき、あ
りがとうございました。行政出前授業に町長さんが
来校された際に、『熊野町検定問題』を手渡しました。
にっこりと受け取っていただきました。

（学校教育課）

　切り絵作家　吉田路子さんの作品を35点展示
しています。熊野町出身の作曲家 坊田かずまの
歌の世界を独特の曲線と柔らかな色彩で表現し
ています。ぜひ、ご覧ください。
▷期　間：７月１日（日）まで
▷開館日：土･日･祝日　10：00～16：00
郷土館　２階　 無料

※随時、展示を募集しておりますので、希望さ
れる人は、生涯学習課まで、ご連絡ください。

生涯学習課　 820 －５６２１


